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セミフロンスーパーシリーズ

セミフロンスーパーアクアII ・ 遮熱

セミフロンスーパーマイルドII ・遮熱

セミフロンスーパールーフII ・ 遮熱



シリコン樹脂塗料

ウレタン樹脂塗料

アクリル樹脂塗料

従来のフッ素樹脂

CI
フッ素
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最も耐候性に優れる無機成分｢ オルガノポリシロキサン｣ と

４フッ化フッ素の融合により生まれた、

次世代の塗料が｢ セミフロンスーパーシリーズ｣ です。

耐候性や耐汚染 生を高めながら、フレキシブルで使いやすさも句上。

ハイグレー

フ
イ
フ
サ

イ

ク
ル
コ
ス
ト

メ
リ
ッ
ト

｣塩素フリーで紫外線に強い、次松代の塗料。

宮古島の苛酷な環境で実証実験を実施

本州の３倍以上の促進率をもち、

日本一過酷な環境と言われる沖

縄県宮古島で実証実験を行って

いるセミフロンスーパー。強い紫

外線､ 雨風に野ざらしの状態で９

年が経過した今でも高い光沢値と

低い白亜化度が測定されており、

真に優れた塗料であることが実証

されております。
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無機成分｢オルガノポリシロキサン｣と

４フツ化フツ素樹脂との融合。

最強の耐候性を実現する

無機成分｢ オルガノポリシロキサン｣ と

４フツ化フツ素を融合することで

紫外線や雨・風にも強い

塗膜を実現しました。

低 汚 染 性

汚れやすいフッ素樹脂塗料に、

無機成分を配合して

低汚染性を貪|上させました。

フ レ キ シ ブ ル 性

硬く割れやすいフッ素樹脂と

無機成分を､ 独自の樹脂合成技術

により配合し、フレキシブル吐を

向|上させました。

オ ー ル イ ン ワ ン

プ ロ セ ス

オールインワンエ法に

対応できる使いやすさを

実現し､ コスト削減にも

両献します。
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セミフロン　　　　 Ａ社フツ素樹脂 塗料

スー パーシリー ズ　 チョーキングで手が

チョーキングしていません。白くなっています。

Ｂ社フツ素 樹脂塗 料

チョーキングで手が

白くなっています。

争 . ･ ･

ｒ

に

これまでの樹 脂 塗 料を、もっと強く美しく、もっとフレキシブルに使こ
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やヽすく。その機能と性能は、さまざまな試験で実証されていま刺
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用 途

外 壁下塗

屋 根下塗

外 壁下塗

鋼製 面錆止

外壁

屋根

下地 調整

上塗

上塗

下地調整

一

下塗

一

上塗

上塗

上塗

下塗(
錆止)
一

上塗

系統

弱溶剤２液形

弱 溶剤２液形

シリコンプライマー

エポキシ樹 脂系

微 弾性フィラー

弱 溶斉|』１液形

だ性 エポキシ樹1

弱 溶剤２液形

弱溶剤２液形

無機フッ素樹脂塗料

水性２液形

無機フッ素樹脂塗料

弱溶剤２液形

無機フッ素樹脂塗料

またチョーキング部分

材料名

セミフロン

イン ダーＳ
－
セミフロンX

バ イン ダ ー-

セミフロン

セミフロン4

ぞプ ライマｰ

セミフロン

セミフロ ン

パ ーマ イノ|
－
セミフロ ン

ーマイルド
ー
セミフロ ン

ーパ ーア ク’

セミフロ ン

セミフロン

スーパールーフ豆-

セミフロン

セミフロンスーパ ーマイルドＨ・ 遮熱

※セミフロンスーパーマイルドＨ

※セミフロンエポプライマーＨ

セミフロンスーパーマイルドｎ・ 遮熱

２

２

色 相　　

透 明

指 定 色 ・ 白

一 一 一 一 一一 一 一 一

白・指 定色

白

白

標 準 ８ 色

ホ ワイト・グレ ー

指定 色

標 準３０色

指定 色

標準３０色

指定 色

標準21 色

0.15 ～０.18

0.15 ～０.180.15

～0.18

0.15 ～0. １８

０.15 ～0.1 ８

光 沢1:1　　

艶 有

３ 分 艶

一一 一 一 一 一 一 一 一
艶 有

３ 分 艶

艶 有・５分艶

艶有

・５分艶

艶有

一

艶有
一

艶有

容量(kg)

１ ６ｋ ｇ

１ ５ ｋ ｇ

１ ６ ｋｇ

１ ６ ｋｇ-

１ ６ ｋｇ

１ ６ ｋｇ

（14. ４ ： １ ．15.

６ ｋｇ （ １３ ：

ｇ （ １ ０ ： ２ ） 、ｅ

１５. ６ ｋｇ （ １３ ：

16kg(15:1) 、.

５: ０. ５ 〕、 ３.２ ｋ ｇ に

１ ６ ｋｇ( １ ５ ： １) 、

．５ ： ０ ．５ 〕、 ３ ．２ ｋ ｇ
ａ

１５. ６ ｋｇ( １３ ：２ ．６) ．

ｇ( １ ０ ： ２) ． ６ ｋｇ( ５

１５. ６ ｋｇ( １ ３ ：２ ．６) 、

塗料用シンナーAO ～10％

塗料用シンナーAO ～10％

塗料用シンナーAO ～10％

塗料用シンナーAO ～10％

塗料用シンナーＡ Ｏ～５％

塗 料用シンナーAO ～10 ％

旧塗 膜の脆弱 部はワイヤーブラシ、皮スキ等のケレン具を用いて完 全に除去、除 去した部分 は同 一模様に合わせヨ

またチョーキング部 分、汚れ等は高 圧洗 浄等で除去し、乾 燥した面とする。

セミフロンフィラー・セミフロンフィラーエポ　　 １　　 … ………盾 に 祐 … …… …-一一…‘一泳笛采 辰 逼 ………　

セミフロンスーパールーフＨ ２

セミフロンスーパール一フ皿 ２

0.15 ～0.18

0.15 ～0.1 ８

※セミフロンエポプライマー五

セミフロンスーパールーフ皿・遮熱 ２

塗布量

レン具 を用 し

0.12 ～０.180.12

～0.15

塗料用シンナーＡ Ｏ～10 ％

塗料 用シンナーAO ～20 ％

塗 料用シンナーＡＯ～20 ％

塗料用シンナーAO ～5 ％

塗料用シンナーAO ～20 ％

混合 比

７

－

７

－

７

９

-

３

５ ： １

５：１-

１５；-

１５：

５ ： １

５ ： １

４時 間以上７日以内

４時 間以上７日以内

最 終養生24 時 間以上

塗装 間隔(2Cj

れ等は高圧洗

４時 間以上７日

４時間以上7 日以内

４時間以上7 日以内

最終養生24 時間以上

４時間以上7 日以内

1６時間以上7日以内

４時間以上7 日以内16

時間以上7日以内

4時間以上7日以内16

時間以上７日以内

１

－

１

－

１

１

－

１

－

１

－

１

－

２

－

２

２

－

２

－

２

－

２

塗布量

0.12 ～０.1 ５

0.15 ～0. １８

０.18 ～０.２３

０.２０～1. ２０

０.２０～1. ２０

0.12 ～０.１５

０.12 ～０.１８

０.15 ～０.1 ８

0.15 ～0. １８

０.15 ～０.１８

０.15 ～０.１８

０.12 ～０.１８

０.12 ～０.18

刷毛、ローラー、スプレー

刷毛、ローラー、スプレー

ローラ ー、

刷 毛 、ローラ ー、

スプレー
一

スプレー

ウ ー ル ロ ー ラ ー

■■- ■- ■罰9 ¶rr-====-==XXs 還還■■還■■■■■■ ■■■■■閥■
砂 骨 ロ ー ラ ー

刷 毛､ ロ
ー
ラ
ー､

ス プ レ
ー

刷 毛 、

ロ ーフ ー 、
一

ロ ーラー 、スプレー

乾燥した面とする。

刷毛 、ローラー、スプレー

刷毛 、ローラー、スプレー

刷毛 、ローラー、スプレー

製 品 一 覧



缶 当り面栢

１ １ １

６８

１４～ ８０

１４～ ８０

１１８（16kg ）

３０（４ｋｇ）

１０６

９６（15. ６ｋｇ）72 （12kg ）

３６（６ｋｇ）

96 （15. ６ｋ８）７２（12kg ）

９７（16kg ）４８（８ｋｇ）

19 （３.２ｋｇ）

９７（16kg ）４８（８ｋｇ）

19 （３.２ｋｇ）

９６（15. ６ｋｇ）７２ り ２ｋｇ）

３６（６ｋｇ）

９６（15. ６ｋｇ）７２ ０ ２ｋ只）

希 釈

塗料 用シンナーＡ

Ｏ～10 ％

塗料 用シンナーＡ

無 希 釈

一
水 道 水

Ｏ～５％

水 道 水

Ｏ～５％

塗料用シンナーＡ

〇～５％

塗料用シンナーＡ

Ｏ～５％

塗料用シンナーＡ

Ｏ～１０％

塗料用シンナーＡ

O～10％

水道水

水道水

Ｏ～10 ％

塗料用シンナーＡ

Ｏ～２０％

塗料用シンナーＡ

４時問以 上７日以 内

12 時 間以上７日以内

４時問以 上７日以 内

12 時 間以上７日以内

（平 滑）４時 間以 上３日以 内

模様 ）16 時 間以上３日以Fへ

（平 滑）４時 間以 上３日以 内

４時間以 上７日以 内

４時問以 上７日以 内

引寺間以 上７日以 内

妥終氏 生２４時問以_

４時間以 上７日以内

勤冬治 生２４時間以_

４時間以 上７日以 内

１６時 間以 上７日以 内

最終養 生２４時間以 上

１６時 問以 上７日以 内

最 終菱 生２４時間以 上

夏 季：２以内、冬 季：６ぷ 内．

春秋季 ：４以 内

夏 季：２以内．冬 季：６以 内、

春秋季: ４ＪＪ内

夏 季：２以内．冬季 ：６以 内、

夏 季：２以内、冬季 ：６以 内、

春秋季：４以内

夏 季：３以内、冬季 ：８以 内、

夏 季：３以内、冬季

春秋季：５以

夏 季：３以内、冬季

８以 内 、

ヨ

８以 内 、

夏季 ：３以 内、冬季：８以内、

春 秋季：５以内

夏季 ：３以 内、冬季：８以内、

春 秋季：５以内

内 装 制 限

F ☆☆ ☆☆

F ☆☆☆ ☆

Ｆ☆ ☆ ☆ ☆

F ☆☆☆☆

Ｆ☆☆☆☆

規格・備 考

第４類 第２石油 類

非危 険物

第４類第２石油類

第４類第２石油類

非危険物

第４類 第２石 油類

: 唇言　諭⑤ 謳 示 指診 察　尚 古 謁ノアレ 紆 ⑨背水七肋俗 言句

工法 � 材料名 �塗回数 � 塗布昆( 臨/㎡/回) � 希釈 � 塗装間隔(20 ℃) � 塗装用具

下地調整 �旧塗膜で剥れ部分、膨れ部分等はワイヤーブラシ、皮スキ等のケレン具を用いて完全に除去する。またチョーキング部分、汚れ等は高圧洗浄等で除去し､乾燥した面とする。

下塗 � セミフロンルーフバインダーSiH(白) �１～２ �0.18 ～0.23 � 無希釈 �4 時間以上7日以内 � 刷毛、ローラー、スプレー

Ｉ　上塗 � セミフロンスーパールーフ皿遮熱 � ２ � ０．１５～０．１８ � 塗料用シンナーAO ～20 ％ �16
時間以上7日以内

最終養生24時間以上 �
刷毛、ローラー、スプレー

⑤ 心 牡 心 節 謳 己 畦 岩 丿刄,･;･しi;J回.･ﾐil.･‘jl、･41j乙･魯,ぷ,･,･沁･11｡t･4･二|･j?弔･ti§ でy･･芒9(JJ･･,－ﾗ･･々 ･ヽヽり1.,回･= 晏ialE?,ylΞが顛S,l;y帚;IE･･9･･し 戻り戸,玲･t･.ヽy、y; 了;､g･§75･回1j,i夕･--.;･/.･ヽヽ ,･,'よ･回･'－･tiall･ltl,J居,!Jj卜心,`感り‘,f力11り~,.咎,』些･l含,xF･,⊇゛fi白CりAIIT,iゞ` , .ヽヽ、:

唇 詰　 銀 縁 尚 尚 尚 仕 萌　 皿 つ 卜 丈 告 印 唾 感 付

；　工法 � 材料名 �塗回数 � 塗布量(k8/ ㎡/回) � 希釈 � 塗装間隔(20 で) � 塗装用具

Ｉ下地調整 �旧塗謨で剥れ部分、膨れ部分等はワイヤーブラシ、皮スキ等のケレン具を用いて完全に除去する。またチョーキング部分、汚れ等は高圧洗浄等で除去し、乾燥した面とする。

下塗 � セミフロンルーフバインダーSiH(白) �２以上 � ０．１８～０．２３ � 無希釈 � ４時間以上7 日以内 � 刷毛、ローラー、スプレー

上塗 � セミフロンスーパづレーフH遮熱 � ２ � ０．１５～０．１８ � 塗料用シンナーAO ～20 ％ �16
時間以上7日以内

最終養生24時間以上 �
刷毛、ローラー、スプレー

匹毒幻 扉丿乱諺傷々 バ屁 ≒ 湯徘脳り 呪ぷよｙ糾F利元引剽工 皿･ごご享',y､ヽ,a,j,丿/=‘§iall(1う,'言|･臼卜ぷﾇ‘七jLI.‘,･卜1k了゙゙ 7r奏l･.･,、 郡０こい 二到≒にづ卜 白乱⑤丿圃⑩政績⑩公己こ梅罰≒………:

列 匡 示 往診襄仕詣( 囁 朧 づ⑩百果 牡 デ 仁 夕 価緋 朧⑤四甘 百分

工法 � 材料名 �塗回数 � 塗布量(kg/ ㎡/回) � 希釈 � 塗装間隔(20 七) � 塗装用具

下地調整 �旧塗膜で剥れ部分､膨れ部分等はワイヤーブラシ､皮スキ等のｹﾚﾝ 具を用いて完全に除去する。またチョーキング部分、汚れ等は高圧洗浄等で除去し 乾燥し左面とする丿 含水率10％以下）

下塗 �KF マイクロカチオンシーラー � ｜ � ０．１２～０．１８ � 無希釈 �4 時間以上7日以内 � 刷毛、ローラー、スプレー

上塗 � セミフロンスーパーアクアＨ � ２ � ０．１５～０．１８ � 水道水O ～10％ �　4
時間以上7日以内

最終擦生24時間以上 �
刷毛、ローラー、スプレー
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工法 � 豺料名 �塗回数 � 塗布量( 胞/㎡/回) � 希釈 � 塗装間隔(20 ℃) � 塗装用具

下地調整 �旧塗膜で剥れ部分、膨れ部分等はワイヤーブラシ､皮スキ等のケレン具を用いて完全に除去する。またチョーキング部分、汚れ等は高圧洗浄等で除去レ 乾燥し八面とする。

下塗 � セミフロンバインダーSin(共色) � １ � ０．』５～０．１８ � 塗料用シンナーAO ～10％ �12 時間以上7日以内 � 刷毛、ローラー、スプレー

上塗 � セミフロンスーパーアクア皿･遮熱 � ｜ � ０．４５～０．１８ � 水道水O ～10％ �　
４時間以上7日以内

最終菱生24峙間以上 �
刷毛、ローラー、スプレー一一

工法 � 材料名 �塗回数 � 塗布呈( 贈/㎡/回) � 希釈 � 塗装間隔(20 ℃) � 塗装用具

下地調整 �
旧塗膜の脆弱部はワイヤーブラシ、皮スキ等のケレン具を用いて完全に除去、除去した部分は同一模様に合わせ補修する。

またチョーキング部分、汚れ等は高圧洗浄等で除去し、乾燥した面とする。

下塗 �セミフロンフィラー・セミフロンフィラーェポ � １ �
０,２～０,４ � 水道水2 ～5％ � 斗時間以上３日以内 � ウりレロ一ラ一

���０．８～|．２ � 水道水O ～3％ � 拓 時間以上３日以内 � 砂骨口一ラー

上塗 � セミフロンスーパーアクアH･ 遮熱 � ２ � ０．１５～０．１８ � 水道水O ～10％ �　
４時間以上７日以内

最終億生24 時間以上 �
刷毛、ローラー、スプレー
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工法 � 材料名 �塗回数 � 塗布量(k呂/㎡/回) � 希釈 � 塗装間隔(20 ℃) � 塗装用具

下地調弦 �
旧塗膜の脆弱部はワイヤーブラシ、皮スキ等のケレン具を用いて完全に除去、除去した部分は同一模様に合わせ補修する。

またチョーキング部分、汚れ等は高圧洗浄等で除去し、乾燥した面とする。

下塗 �セミフロンフィラー・セミフロンフィラーエポ � １ � ０
．２～０,４ � 水道水2 ～5％ � ４時間以上３日以内 � ウールローラー

���0.8～1.2 � 水道水O ～3％ � 拓 時間以上３日以内 � 砂骨ローラー

中塗 � セミフロンバインダーSiH(共色) � １ � Ｏ｡１５～０．１８ � 塗料用シンナーAO ～10％ �12 時間以上7日以内 � 刷毛、ローラー、スプレー

上塗 � セミフロンスーパーアクアＨ･ 遮熱 � １ � Ｏ』５～０．１８ � 水道水O ～10％ �　
４時間以上７日以内

最終菱生24 時間以上 �
刷毛．ローラー、スプレー
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●塗装場所の気温が５℃Ｕ下、湿度８５Ｓ以上または換気が　 ●蓄熱されやすい素材{ 軽量モJkタル､ＡＬＣ、２ 業すイディン　 剔Jil 仕楡の場合は．溶剤形シー－フーを塗装してくだ＆ ．ヽ

..
＋９ でなく結露が考えられる鍔合は

ヽ塗装をilけてください．　 グなど) や断諸 構造が強い場合で．|日壁膜が弾 性リシシや　 ●下
地・|日塗鮫が俄 弱`な場合は

ヽ
溶剤削シーラーをお使゛く'

外部の塗装で降雨の恐 れがある場合．および強風時は塗装　 弾性ヌタッコ、複ｌ 弾性のアクリルトップなどの弾性塗料の　 £さい．

を避けてください。

●飛散防止のため養生を行ってください。色相によっては降雨、

結露により濡れ色になる場合がありますが、乾燥すると元に

戻ります。塗膜性能上間圖はありません。

●塗装後、２４時間以内に降雨、結露がありますと白化やしみ

が残る場合があります。

●低温、高湿度、通風の無い場合には白化やしみが残る場 合

があります。乾燥条件によって塗膜に粘着を感じることがあり

ますが。時間とともに粘着感はなくなり、塗膜性能上問題は

ありません。

●笠木､ 天端など､長時間水が滞留する個所では塗膜の白化、

膨れなどが発生する場合があります。

●たえず結露が発生するような用途、場所での使用は避けてく

ださい。

場合、環境条件によって、水や温度の影響で塗膜が膨れて　 ●塗料は内容物が均一になるように援押してください｡ 薄めすぎは

いることがあります。そのまま塗装すると、更に膨れが拡大す　 口ぺい力不足｡ 仕上がり不良となりますので注憲してくださら

ることがありますので、ケレンで除去するなどの入念な下地処　 ●はけ塗り仕上げとローラー仕上げが混在する場合は。塗付

理を行ってください。

●素地の乾燥は十分に行ってくださいバ 含水率10 ％以下､P　H9

以下）

●ＡＬＣ面、多孔質下地、コンクリートブロック面、外部の素地

において巣穴、段差などがある場合、合成樹脂エマルジョン

入りセメント系下地調整材などで処理してください。

●表面のごみ、ほこりなどは除去し、目ちがい、ジャンカ、コール

ドジョイントなどは合成樹脂エマルジョン入りセメントモルタル

で平滑にしてください。

●新設の押 出成形セメント板､ ＧＲＣ板､ フレキシブルボードなど

は､下塗り材として､浸透性のあるシーラーで処理してください。

篁 、 表 面 肌 が 異 な り 。 色 相 差 が 出 ま す の で 、 は け 塗 りの 部 分

は 、希 釈 を 少 な くし て 塗 装 し て くだ さい 。

● ロ ーラ ー 塗 り の 場 合 、ロ ー ラ ー 目 は 同 一 方 向 に 揃 える 様 に 仕

上 げ てく ださ い 。ロ ー ラ ー 目 に よ り 、色 相 が 異 な っ て 見 え る こ と

が あり ま す 。

● 下 塗 り 材 の 微 弾 性 機 能 は 、塗 付 童 に よ っ て 異 な りま す の で 、

所 定 の 塗 付 量 を 塗 装 し て くだ さい 。

● よ ご れ､ き ず な どに より 補 修 塗 り が 必 要 な 場 合 が あ り ます の で 、

使 用 塗 料 の 控 え は 必 ず 取 っ て お き 、 同 一 ロ ット 、 同 一 塗 装 方

法 で 補 修 塗 装 を 行 っ て くだ さい 。

● 各 工 程 の 塗 装 間 隔 は 、 所 定 の 塗 り重 ね 乾 燥 時 間 を 厳 守し て

・=-･--･･･-=･=･･J-=---･･･--･-･･-･Xa- 閥--&J･閥-還&-¶=還&-r=､ala¶-･---=･--- ---･--- ----　- ・
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●本来の用遮丿 外に使用しないでください。　　　　　 ●粉じん、藁気、ガスなどを吸い込んでSi 分が悪くなったときに　 ●施鐘して子供の手の届かないところCこ保管してください。

●使用前に取 扱捷明きを理解して､取り扱ってください。　　　 Ｕ、安静にし、必要に応じてできるだＵ医師の診断を受けてく　 ●直射日光や木漏れは蔽禁です。

●粉じん／ガス／蒸気／スプレーなどを咽λしないでください。　 ださい。　　　　　　　　　　　　　　　 ●塗料などの缶の椙み重 ねは３段までとしてください。

●取扱い後Ｕ､ 手洗いおよぴうがｔlを十分に行ってください。　 ●暴ｉ した時。気分が悪いなどの症 状があるち合は。医師に　 ●日光から遮断し、換気の臭い居所で保管してください｡ 軸送

●必要に応じて倶人用保護 具を使用してください。　　　　 連絡してください。　　　　　　　　　　　　　 ４も50 ℃以上の温窟に暴露しないでください。

●飲み込んだ場合= 気分が悪い時は､医師に漣銘してください。 ●緊急の＆浄剤が必要な場合。直ち4こ特別麺11 を実Si する。 ●訥容物／容器１ 廃棄する峙には､ 国／地方自治体の双揚

口をすれ1 でください。　　　　　　　　　　　 ●容器iiらこぽれた時には｡砂などを裁布した後悳 理してください。　 に従って産業廃棄翻として良棄してください。

Ｋ Ｆ
ＫＦケミカル株式会社

〒105-0004

東京 都港区新橋1 丁目1 番1 号　日比谷ビルディング9FTEL:03-6629-9033

（代表） ＦＡＸ:03-6629-9023HP:http://

ｗｗｗ.k-ｊｎｅ.ｃｏ.jp
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●

ください。

●シJJ ング面 への塗装Cj、塗膜の汚染、はく離、収縮割れな

どの不只合を起こすことがありますので、行わないでください。

やむを得ず行う場合は、晒切な下塗り材処理を行ってから塗

装してください。

●被塗物の構造。部位、塗装仕上げ形状、環境条俘などの

影響で、本来の低汚染機能が発現されない場合があります。

●|日塗殷に発生した藻・かびは洗浄などで必ず除去し清浄な

面としてください。付遡阻害を匍こすおそれがあります。

●既存塗鮫のはく離個所は、ほ存のパターンに合うように瓢存

塗膜の塗装仕様でパターン合わせを行ってください。

●劣化した塩ビソル銅板の上の塗装は避けてください。

●乾燥した塗膜に付いた汚 れは、シンナーなどで拭かず、中性

洗剤で洗浄してください。

●つや調整品は､ 被塗物の形状や素地の状態、膜厚や色相

などにより、実際のつやと若干追って見える場合があります。

見本版、またはあらかじめ試し塗りをして確詔してください。

※上記の表示は一例です。色相などにより、容器の表示とは

異なる場合があります。

口詳細な内容、表示 例以外の事項については、製品安全デー

タシート(ＳＤＳ)をご参照ください。

口 本商品は日本国内での使用に限定し、輸出される場 合は事

前にご相談ください。

※本カタロ グの内容については、予 告なく変更する ことがあります のであらかじめ ご了承ください 。

優れた性能から

多くの皆様に選ばれた、

強く･美しく・機能的な塗料で、

より価値のある建造物へ。
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